
ヘルスケアベンチャー⽀援政策について

令和５年６⽉
経済産業省商務・サービスグループ

ヘルスケア産業課 ⽔⼝怜⻫



【VC、⾦融関係】
• デフタ・キャピタル
• 株式会社みずほ銀⾏ 30社
【コンサルティング・商社関係】
• 有限責任 あずさ監査法⼈
• 伊藤忠商事株式会社 31社
【公的機関・⾃治体など】
• 東京都 26団体
【業界団体・その他団体】
• LINK-J
• ⽇本バイオデザイン学会 12団体
【保険関係】
• SOMPOホールディングス株式会社
• 東京海上⽇動⽕災株式会社 17社
【⼤学/医療機関】
• 国⽴循環器病研究センター
• 国⽴⼤学法⼈東北⼤学 8団体
【製薬、医療機器、その他メーカー】
・ 帝⼈ファーマ株式会社 43社
【通信・システム】
• KDDI株式会社 17社
【その他】46社

Healthcare Innovation Hub（通称︓InnoHub/イノハブ）
 ヘルスケアのベンチャー⽀援やイノベーションの創出・活性化を⽬的に、スタートアップに加えて、企業の新規事業部⾨など、イノ

ベーションを必要とする多様な団体から幅広く相談を受付。
 ベンチャー企業等の⽀援者（イノハブアドバイザー）やベンチャー⽀援を⾏う同分野の事業会社等（サポーター団体）と連

携し、国内外のネットワークを活⽤して、事業化相談やネットワーク形成を⽀援。
 本事業により、ヘルスケア・ライフサイエンス分野のベンチャーエコシステムの構築を⽬指す。

省庁系ネットワーク
【官⺠ファンド】
• 株式会社INCJ
• REVIC
• 中⼩機構

【相談窓⼝、⽀援ネットワーク】
• MEDISO
• MEDIC
• JETRO 他

• CJ機構
• NEDO
• AMED 他

イノハブサポーター団体︓230団体
（2023年5⽉末時点）
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（参考）InnoHubへの相談実績
 ベンチャー企業等の⽀援者等（アドバイザー、サポーター団体）と連携し、国内外のネットワークを

活⽤して、事業化相談やネットワーク形成を⽀援（累計501件）。
 JHeCと有機的に連携し、成功事例創出に貢献（2021グランプリとサポーター団体をマッチング）

InnoHubへの累積相談実績
※2023年５⽉末時点
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相談案件
件

うち、海外からの
相談

件

MEDISOへの連携 件
MEDIC登録 件

アドバイザー紹介 件

InnoHub通信紹介 件
（マッチング成⽴ 件）

サポーター団体
個別紹介 件
（マッチング成⽴ 件）

18
2

501

31
139

99

18
6

41

338

*︓1件の相談に対して複数のアドバイザーを紹介している場合も1件としてカウント。
**︓アドバイザー紹介、InnoHub通信紹介、サポーター団体個別紹介は必ずしも独
⽴でないため、これらの件数の累計と、相談者数は⼀致しない。

InnoHubでの⽀援事例

 株式会社シンクロアイズは、カメラとディスプレイを内蔵したスマー
トグラスを⽤いたITによる遠隔⽀援サービスを提供している。本
機器の医療教育現場での活⽤可能性について、InnoHubア
ドバイザーである東京医科⻭科⼤学 ⼭本⽒に相談。

 東京医科⻭科⼤学の⽿⿐咽喉科学、肝胆膵外科学、整形
外科学、救命救急センター、⻭学教育システム評価学の5領
域において、臨床教育現場における利⽤可能性・有⽤性を検
討するための共同研究を⾏った。2023年1⽉時点で、当該機
器20数台を2年間レンタルし多くの学内分野にて試⽤中。

出典: Vuzix資料より
※シンクロアイズは VuzixのM400（写真右）を
使⽤。写真はイメージです
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ジャパン・ヘルスケアビジネスコンテスト（JHeC）
 2016年の実施から今年度で９回⽬の開催。
 ヘルスケア分野における課題解決に挑戦している優れた個⼈・団体・企業等の表彰を通

して社会の認知度を上げ、⼤企業・ベンチャーキャピタル等とのビジネスマッチングを促進
することで、それらの個⼈・団体・企業等の成⻑を促すことを⽬的として開催

⽇時 2024年1⽉16⽇(⽕) 12:30-18:00 @⼤⼿町三井ホール

ビジネス部⾨ファイナリストプレゼンテーション /  アイデア部⾨受賞者プレゼンテーション
ビジネス部⾨グランプリ発表 /  表彰式・フォトセッション など

主催 経済産業省 (協⼒団体︓厚⽣労働省、⽂部科学省)

スケジュール

Japan Healthcare Business Contest 2024（予定）

７〜8⽉

応募受付

9⽉中旬

書類審査
結果発表

10⽉中旬〜
下旬

⼀次プレゼン
＆結果発表

1⽉16⽇

最終プレゼン
＆表彰

実施内容
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JHeC成功事例整理 〜過去グランプリ受賞者・資⾦調達（⼀覧）〜

登壇 受賞
内容 企業名 調達年⽉ 調達額 その他

2016 グランプリ MRT株式会社
（2014/12/26 マザーズ上場) N/A N/A 上場

2016 優秀賞
株式会社ミナカラ

（2021年10⽉にNTTとメドレーへ
44億円で売却）

2020/8 3億円

2017 グランプリ トリプル・ダブリュー・ジャパン株式会社 2017/3〜
2022/1 25.5億円

2017 優秀賞 エルピクセル株式会社 2018/10〜
2020/10 44.6億円

2017 優秀賞 株式会社O︓ 2017/12〜
2019/1 3.3億円

2017 優秀賞 株式会社メドレー
（2019/12/12 マザーズ上場)

2017/3〜
2021/5 145.5億円 上場

2018 グランプリ 株式会社 mediVR 2019/12〜
2021/7 ７.9億円

2018 優秀賞 株式会社 iCARE 2019/6〜
2022/2 40.8億円

2018 優秀賞 株式会社ユカシカド 2018/〜-
2021/1 17億円

2019 グランプリ 株式会社カケハシ 2019/10〜
2023/1 120億円

2019 優秀賞
アンター株式会社

（2021年8⽉にJMDCによる全株式
取得でJMDCグループに参画）

2020/5 2.3億円

※2023年5⽉時点

登壇 受賞
内容 企業名 調達年⽉ 調達額 その他

2019 優秀賞 株式会社ウェルモ 2019/8〜
2021/11 47.8億円

2019 優秀賞 株式会社T-ICU 2019/10〜
2022/1 8.7億円

2019 優秀賞 株式会社ニューロスペース 2019/4〜
2019/7 5.1億円

2019 優秀賞
株式会社リモハブ

（2022年３⽉エア・ウォーターの連
結⼦会社化）

2020/1〜
2020/4 3.5億円

2020 グランプリ カイテク株式会社 2020/9 4.7億円

2020 優秀賞 エーテンラボ株式会社 2020/2〜
2022/2 4.3億円

2021 グランプリ 株式会社Magic Shields 2021/11 1.4億円

2021 優秀賞 株式会社ジョリーグッド 2021/1 10億円

2021 優秀賞 株式会社フロンティア・フィールド 2022/6 10億円

2022 優秀賞 TXP Medical株式会社 2022/4 15億円

2022 優秀賞 ライトタッチテクノロジー株式会社 2022/2 １億円

※過去登壇者におけるJHeC登壇後の資⾦調達状況（1億円以上の調達を抜粋）

※J-startup選出企業



④⼯程表
2022年度 2023年度 2024年度 2025年度

優良なアイデア・事業の審査への参画
(ヘルスケアビジネスコンテストの開催）
①実施概要

（実施主体）ジャパン・ヘルスケアビジネスコンテスト運営事務局
（実施場所）会場内(具体的な施設は今後要検討)
（実施期間）⼀部期間

②今後の実施⽅針
博覧会協会と協議の上、今後の⽅針について検討優れたヘルスケアスタートアップ企業を発掘し、ビジネスを加速するため、2016年

より毎年実施。2025年は第10回⽬となる予定。（2022年11⽉時点で、過去
の受賞企業のうち、6社がJ-Startup選定、２社が上場）

万博会場では、ヘルスケアウィーク等と連動し、期間内にビジネスコンテストの最
終審査プレゼンを実施するとともに、過去の受賞者等によるサービス体験イベント等
を検討。⽇本の優れたビジネスシーズを世界に発信し、国際展開の加速を狙う。

⼤阪・関⻄万博におけるビジネスコンテストの
企画・検討

⼤阪・関⻄万博
に おけるビジネ
スコン テスト開

催

③予算
（ヘルスケア産業基盤⾼度化推進事業）
令和５年度概算要求額︓950百万円の内数
https://healthcare-innohub.go.jp/jhec2023

４．健康・医療（ライフサイエンス）
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(参考）⼤阪・関⻄万博アクションプラン
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ヘルスケア国際展開ウェブサイト
 経済産業省が過去に⽀援した海外での実証事業報告書や、作成したカントリーレポー

ト（国別の基礎情報集）等について、フリーワードやカテゴリで検索が可能。

知りたい情報のカテゴリやエリアを指定すると、
過去の実証事業報告書が表⽰

各国の市場や規制等、ビジネス環境に関する
経済産業省・JETRO等のレポートを掲載

「 ヘ ル ス ケ ア 国 際 展 開
ウェブサイト」は、こちらから︕


